
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

血液内科疾患は長期にわたって根気強く病気と向き合っていくことがあります。そのなかで一人一

人患者さんと真摯に向き合い、その患者さんに見合った最善の医療を提供していきたいと思っており

ます。同時に患者さんに信頼してもらえるような血液内科医の育成に励んでいきたいと考えます。 

当科では難治性血液疾患に対して造血幹細胞移植を積極的に取り組んでおり、近年では無菌室が増

床され、長期フォローアップ外来（LTFU 外来）も開設されました。LTFU 外来の役割は患者さんに

移植後合併症や QOL の低下がみられるため長期的なフォローアップを多種職でおこなうことで、患

者さんが病気を克服し社会復帰できるまで支援していきたいと考えております。 

血液内科領域は希少疾患や難治性疾患が多数ありますが、当科が最後の砦となって地域医療に貢献

してまいります。今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

2022 年 4 月 1 日より昭和大学医学部内科学講座血液内科学部門の主

任教授を拝命いたしました服部憲路と申します。当科では昭和大学病院、

藤が丘病院、横浜市北部病院の 3 施設が連携し、白血病、骨髄異形成症候

群、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫などの造血器腫瘍から貧血、血小板減少

や凝固異常などの非造血器腫瘍、HIV 感染症など多岐にわたる疾患を日々

診療しております。今後もより一層診療体制の充実を図り、多くの患者さ

んに質の高い医療を提供できるよう精進してまいります。 
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『格物致知（かくぶつちち）』 

物事の道理や本質を深く追求し理解し

て、知識や学問を深め得るために、日々た

ゆまぬ努力を続けてまいります。 

2003 年  昭和大学医学部 卒業 

2007 年  昭和大学大学院 修了 

2011 年  National University of Singapore 留学 

2013 年  昭和大学医学部内科学講座血液内科学部門 助教 

2014 年  昭和大学医学部内科学講座血液内科学部門 講師 

2020 年  昭和大学医学部内科学講座血液内科学部門 准教授 

2022 年  昭和大学医学部内科学講座血液内科学部門 主任教授 



～リハビリテーション科では 

以下のような症状にお困りの患者さんを治療します～ 

■脳梗塞後の後遺症… 

手足の筋肉のつっぱり(痙縮) 

■小児脳性麻痺… 

下肢痙縮に伴う*尖足                                                   

その他、装具が装着しづらい…等ご相談ください。 

(*歩行時、かかとを地面につけること                                                                   
ができずに、足先で歩くような状態) 

 

リハビリテーション科のご紹介 私達の強み 

『ボツリヌス毒素Ａ治療』 

ぜひ へご紹介ください 

リハビリ 

テーション科 

診療科長 教授： 

笠井 史人 

         【初診外来】水曜日午前 8：30～14：00  

                 土曜日(第 1)午後 予約制 

           ◆ご予約は医療連携室まで 
  医療機関回線：TEL03-3784-8400 
  患者専用回線：TEL03-3874-8419    

      
                 ◆その他の専門外来：「装具診」 
                          「小児リハビリテーション専門診」 

 



 

七夕は中国、日本、韓国、ベトナムなどアジア圏で広まり、日本では江戸時代に五節句の一つとして年

中行事となりました。七夕飾りにも意味があり、皆さんが書いたこともある短冊は古くは和歌を書いて学

問や書道の上達を願うものであったようです。その昔の七夕飾りには旬の野菜なども供え、五穀豊穣、無

病息災なども祈ったとされています。 

七 夕 の 行 事 食 に つ い て 

旬の穴子を使用し散し寿司にしました。穴子や食酢には食欲増進や疲労回復が期待され、この季節蒸し暑く

食欲が落ちやすい時期に合う食材となっています。 

清汁にはそうめんをいれました。7 月 7 日にそうめんを食べると、1 年間無病息災で過ごせるという言い

伝えがあり、そうめんを天の川に見立て、星型の人参もいれ季節感をだしています。 

毎日暑い日が続きますが、病院食という限られた食材の中でも季節を感じ美味しく召し上がっていただける

ように努めてまいります。 

  

トピック 七夕行事食のご紹介 

③ 

① 

⑤ 

④ 

② 

トピック 中央棟正面玄関の飾りつけを行いました 

     中央棟 1階 ご支援紹介ブースにて、 

季節の飾りつけを行いました。 

今回のテーマは     です。 

 

 

 

今後も季節に合わせて、飾りつけを変更予定です。 

ご来院の際は、是非ご覧ください。 

～七夕の献立～ 
①ちらし寿司 ②鶏の照り焼き ③冷製冬瓜含め煮 

④七夕すまし汁 ⑤七夕ゼリー 



 

 

お知らせ 七夕飾りつけのご紹介 

6 月 30 日（木）から7月７日（木）の期間にて、昭和大学病院中央棟正面玄関並びに 2 階渡り廊下前、

附属東病院 1 階正面入口に七夕の笹竹と短冊を設置いたしました。 

笹竹の前には短冊の記入コーナーを設け、患者さん自ら短冊を飾り付ける姿が見受けられました。笹竹には、

多くの願い事が飾られ七夕を締めくくりました。今後も、季節に沿って飾りつけを行っていく予定です。 ご来

院の際には是非ご覧ください。 
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他にはこんな飾りつけをしています！ 

是非お楽しみに！ 

 

１ ２ 月 2 5 日 

クリスマスツリー 



 

【附属施設へ】2022年8月 1日付 

●放射線科 関本篤人（江東豊洲病院へ） ●呼吸器外科 西林奈保（江東豊洲病院へ） 

●耳鼻咽喉科 德留卓俊（藤が丘病院へ） ●産婦人科 青山茉利香（藤が丘病院へ） 

【学外研修へ】2022年8月 1日付  

●緩和医療科 安部貴志 ●産婦人科 山田惠美 

 

2022年 7月 26日付 

●皮膚科 小野蘭  

2022年 7月 31日付 

●耳鼻咽喉科 田中義人 ●消化器内科 野田武史 

 

 

  

  

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

退職 

 

異動 

 

新規配属

配属 

 

【新規採用】2022年 8月 1日付 

●脳神経外科 朝倉健登 

【附属施設から】2022年 8月1日付 

●乳腺外科 巣山かれん（江東豊洲病院から） ●小児循環器センター 石田竜之（藤が丘病院から） 

●小児外科 幕内陽亮（江東豊洲病院から）  ●呼吸器外科 牛尾日優（藤が丘病院から） 

●産婦人科 中尾紗由美（藤が丘病院から） 

【学外研修から】2022年 8月1日付 

●小児循環器センター 横山ゆきえ ●リウマチ・膠原病内科 近藤智香 

 

羽ばたけ期待の医療人 「作業療法士」 

私は、高校生のころに体調を崩し、子供病院に入院していました。

同時期に入院していた子供やそのご家族と関わるうちに、病気の子供

やそのご家族を笑顔にする仕事をしたいと考えるようになり、作業療

法士を志しました。 

対象疾患や患者様の年齢層が幅広いことに加え、小児病棟やNICU

のリハビリテーションにも関わりたいと思い、昭和大学病院への就職

を希望しました。 

作業療法士 

【森井
も り い

 沙
さ

矢
や

加
か

さん】 

今月は「２年目作業療法士」の森井 沙矢加（もりい さやか）さんをご紹介いたします。 

現在は入院中の腎臓内科、泌尿器科、脳血管疾患の患者様へのリハビリテーションを担当していま

す。特に脳血管疾患のリハビリテーションは学びがいがあり、先輩方のご指導のもと、麻痺や高次脳

機能障害について評価した上で、日常生活動作のアドバイスや指導を実施しています。 

将来は病気を抱えた子供たちとそのご家族に、笑顔で生活していただくためのリハビリテーション

を提供できるセラピストになりたいです。また、患児のストレングスにも目を向け、その子が個性を

最大限発揮し、のびのびと生活することができるよう、正確な評価やアセスメントができる力を養い

たいです。 



 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

 

          

  

      

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                

 

                                

 

 

N11 病棟薬剤師 

鈴木康介さんへ 

 

患者さんの摂取状況を把握し、

静脈栄養の提案をしてください

ました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

無菌室入室時の持ち込み食に

ついて、患者さんの不安を減ら

すことができました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

食思不振の患者さんに、よりよ

い栄養管理をすることができ

ました。 

 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

N10 病棟薬剤師 

門田那々子さん・清水稚菜さんへ 

 

無菌室入室時の持ち込み食の確認

方法について、案を出してくださ

いました。 

 

N10 病棟薬剤師 門田那々子さん・清水稚菜さん 

 

ベッドコントロール担当 緒方師長へ 

 

ベッド調整で困った際、相談にのってく

れ、適切なベッド調整ができるようにア

ドバイスをくださいました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

患者さんの状態や病棟の特性を考慮し、

患者さんにとって安全なベッド調整が

できます。 
ベッドコントロールに携わられている皆さん 

 

N11 病棟薬剤師 鈴木康介さん 

 

 

緒方師長 

 

 

サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 28回） トピック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

交換用のパジャマ等が入っている棚の扉の開閉

音を改善してほしいです。開閉時に音が出ないよ

う、裏面に細長いスポンジを適宜貼る等していた

だきたいです。 

何かとストレスのある入院生活で、夜中の開閉

音をなくすだけでも、ストレスが減ります。 

この度はご迷惑をお掛けし申し訳ございま

せんでした。 

ご提案いただきました通り、スポンジテー

プの貼り付け及び丁番の調整をさせていただ

きました。 

施
設
部 

入院中、A医師をはじめ、看護師の方々の対応

がありがたかったです。診察していただいている

にも関わらず、医師、看護師の方から「ありがと

うございます。」と言われ、誠に驚きました。 

この先も安心して治療していただけます。 

貴重な、心温まるご意見ありがとうござい

ます。 

入院において、安心を提供でき、より良い

信頼関係を築けたことに対して、喜びを感じ

ております。 

今後も患者さんを中心に、質の高い治療及

びケアを、チームで提供できるよう努めて参

ります。 

看
護
部 

患者さんのご意見・ご要望 
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TOPIC 自衛消防検証が実施されました 

編集後記 小児循環器・成人先天性心疾患センター 特任教授 富田
と み た

 英
ひでし

 

いろんなところでSDGsというキーワードを見かけるようになりました。医療においては、患者、患者家

族、医療従事者、医療関係企業、社会保険機関、行政などの利害関係者に持続可能な利益を提供するための

目標設定というところでしょうか。相互の利害を克服し、ウィンウィンの持続可能な医療提供体制を構築で

きない組織は生き残れない時代が来るのかも知れません。チーム医療提供体制の充実や、病院だよりなどに

よる双方向の広報活動がますます、求められてくるように感じています。 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、入山 洸希、大江 克憲、岡崎 靖子、鷲見 賢司、富田 英、 
並木 美加子、安田 光慶、山岸 昌一、山下 剛史、吉田 仁、吉村 久美、 
渡辺 愛理、渡邊 聡（50 音順） 

 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

7 月 1 日（金）および 7 月 4 日（月）に、昭和大学

病院中央棟・入院棟において自衛消防検証が実施されま

した。 

本訓練は、通報訓練・避難訓練・消火訓練から構成さ

れ、消防署職員到着までに、病院職員による自衛消防が

適切に実施できているかの検証となります。今回は、中

央棟の超音波センターおよび入院棟のリハビリテーショ

ンセンターで実施いたしました。 

また、本訓練は優良防火対象物認定の一環として、当

日は荏原消防署職員が来院し、厳重な審査のもと、消火

や防火に関してご指導をいただきました。 

当院は、東京都より災害拠点病院と指定されており、

今後も、防災防火活動など、災害拠点病院の役割を果た

すべく、万一に備えて万全の態勢を整えてまいります。 
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